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2022 年度 教育・研修委員会活動報告書 

委員長：尾上 琢磨 

副委員長：脇口 優希、畑中 めぐみ 

委員：安宅 大輝、岩田 慎太郎、浦川 優作、大濵 江美子、北野 敦子、小嶋 リベカ、齊

藤 太樹、高井 泰、千葉 育子、西 明博、福地 朋子、堀口 沙希、前田 尚子 

 

委員会開催記録 

第 1 回開催：2022 年 1 月 28 日 18：00～19：00（場所：ZOOM） 

第 2 回開催：2022 年 3 月 25 日 18：00～19：00（場所：ZOOM） 

第 3 回開催：2022 年 4 月 22 日 18：00～19：30（場所：ZOOM） 

第 4 回開催：2022 年 5 月 20 日 18：00～19：30（場所：ZOOM）  

第 5 回開催：2022 年 6 月 24 日 18：00～19：00（場所：ZOOM） 

第 6 回開催：2022 年 7 月 22 日 18：00～19：00（場所：ZOOM） 

第 7 回開催：2022 年 8 月 26 日 18：00～19：40（場所：ZOOM） 

第 8 回開催：2022 年 9 月 30 日 18：00～19：15（場所：ZOOM） 

第 9 回開催：2022 年 10 月 28 日 18：00～19：00（場所：ZOOM） 

第 10 回開催：2022 年 11 月 25 日 18：00～19：15（場所：ZOOM） 

第 11 回開催：2022 年 12 月 23 日 18：00～19：30（場所：ZOOM） 

 

ワーキンググループ 

 ①サポート研修会ワーキンググループ 

第 1 回開催：2022 年 11 月 21 日 18：30～19：15（場所：ZOOM） 

第 2 回開催：2022 年 12 月 5 日 18：00～19：30（場所：ZOOM） 

②チームビルディング研修会ワーキンググループ 

第 1 回開催：2022 年 11 月 7 日 18：30～20：00（場所：ZOOM） 

 

活動内容 

1. AYA 世代がんサポート研修会 第 5 回、第 6 回を開催 

目的：AYA 世代がん患者の支援ニーズに気づき、自分にできることを学び、支援の窓

口を知る 

対象：医師、看護師、薬剤師、心理士、MSW、PT/OT 、ピアなど、AYA 支援を実践

している方 

1) 第 5 回開催：2022 年 5 月 29 日 日曜 10-17 時 

事前 e-learning 視聴期間：5 月 2 日～5 月 22 日 
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E-learning 講師、当日ファシリテーター：清水 千佳子、櫻井 卓郎、前田 尚子、橋

本 久美子、安宅 大輝、白石 恵子、平山 貴敬、鈴木 直、松本 恵、多田羅 竜

平、岸田 徹、武井 牧子、小澤 美和、森 文子、北野 敦子、堀口 沙希、齊藤 太

樹、脇口 優希、畑中 めぐみ、尾上 琢磨 

申し込み者 36 名 

修了者 36 名 

2) 第 6 回開催：2022 年 11 月 5 日 土曜 10-17 時 

事前 e-learning 視聴期間：10 月 11 日～30 日 

E-learning 講師、当日ファシリテーター：清水 千佳子、櫻井 卓郎、前田 尚子、橋

本 久美子、安宅 大輝、白石 恵子、平山 貴敬、鈴木 直、松本 恵、多田羅 竜

平、岸田 徹、武井 牧子、北野 敦子、堀口 沙希、浦川 優作、齊藤 太樹、福地 

朋子、小澤 美和、畑中 めぐみ、尾上 琢磨 

申し込み者 46 名 

修了者 46 名 

2. AYA 世代がんサポートチームビルディング研修会（仮称）の準備 

サポート研修会ワーキンググループとチームビルディング研修会ワーキンググループに

分かれて議論、開催準備。 

 

次年度の課題と継続事項 

1. AYA 世代がんサポート研修会 第 7 回、第 8 回を開催予定 

第 7 回：4 月 16 日 第 8 回：秋頃 or 12 月 

受講希望者増に応えるべく、年に 2 回開催は維持する。 

E-learning で学んだことを活かせる事例を、現在作成中。 

第 7 回と第 8 回は、概ね同じ内容で行う予定。 

2. AYA 世代がんサポートチームビルディング研修会（仮称） 第 1 回を開催予定 

第 1 回：秋頃 or 12 月 

・新たながん診療連携拠点病院の指定要件の受け皿となれる研修会を目指す。 

・年に 1 回開催予定。 

・施設毎のチームでの参加。 

 ※メンバーのうち少なくとも 1 名は、AYA 世代がんサポート研修会を修了して 

いること、また、医師を含む多職種チームであること、が参加条件。 


